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研究計画内容 ｢研究背景と目的｣ 

近年 ESG 投資が話題だ。ESG 投資とは環境(Environment)、社会(Social)、企業統治

(Governance)の 3 つの観点から企業を評価し、投資判断に組み込むことである。これま

での投資では業績などを重視し、短期的な利益を求めていたが、それでは社会に悪影響を

及ぼす。そのため中長期的な視点で企業を判断する ESG 投資の重要性が高まっている。

しかし、上辺だけ環境保護に取り組んでいる企業への投資も ESG投資と認めて良いのか、

企業が利益を ESG 投資の目的のために犠牲にしても良いのかという批判の声もある。本

研究では、ESG への取り組みが積極的である企業と消極的な企業を比較した時に、ESG

の取り組みと企業のパフォーマンスとの間に相関があるのかを調べることで、ESG 投資

が企業側に上辺だけの政策ではなく中身のある政策を促すか、ESG に消極的な企業に対

し資金調達の制限をかけることになり、企業がより力を入れるようになっていくのかを研

究したいと考えた。また、今後増えるであろう ESG 投資の社会・経済への影響や課題点

を考察していきたい。 

｢研究内容｣ 

まず ESG 投資が利益につながるのかを調べるために、ESG に取り組んでいる企業のパ

フォーマンスを調べる。そのため今回の研究では東洋経済に掲載されている ESG スコア

における企業ランキングの上位 20 社と下位 20 社の 2016 年以降の株価の変動率を比較

して企業の ESG への取り組みが企業のパフォーマンスにどのような影響を与えているの

かを明らかにし、ESG への取り組みと企業のパフォーマンスの相関を調べていく。 

｢期待される効果｣ 

ESG に積極的な企業のパフォーマンスが消極的な企業と比較し高い水準で株価・利益パ

フォーマンスが向上していることが分れば、投資家が投資リターンを追求する目的におい

て、リターンを高める一因にもなり得ることをデータから示すことができる。また、その

ことは、ESG に消極的な企業は資金調達の面において、積極的な企業と比較して相対的

に不利になると考えられ、企業の ESG への取り組み意欲の向上につながると考えられる。 
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